
献血ルーム・わったん大分赤十字病院
〒870-0033 大分市千代町3丁目2-37
TEL（097）532-6181・FAX（097）533-1207
http://www.oitasekijyuji.jp/

大分県赤十字血液センター
〒870-0889 大分市大字荏隈717-5
TEL（097）547-1151・FAX（097）547-1141
http://www.bs.jrc.or.jp/bc9/oita

〒870-1198 大分市大字玉沢字楠本755番地の1
　　　　　　 「トキハわさだタウン」3街区2階
TEL（097）574-6822・FAX（097）542-5777
予約専用　　0120-489-150

ヨ ヤ ク   イ コ ーフリーダイヤル

今後の「日赤おおいた」の紙面づくりの参考とするため
に、アンケートへのご協力をお願いします。
以 下 の ① ～ ④ をご 記 入 のうえ、
令和3年4月16日（金）必着で、
郵便、FAXにてご回答くださ
い。ご協力いただいた方から抽
選で10人の方に、プレゼントし
ます。
　皆様のご意見をお待ちして
います。

東日本大震災から10年。　熊本地震から5年。
防災・減災のためにしていることを、ひとつひとつチェックしよう。

日本赤十字社では、“防災・減災への備え”を改めてひとりひとりに考えてもらうため、「ACTION ！  防災・減災」を実施します。

＃あなたの備えがみんなの備えにキャンペーン
あなたが実施している“備え”をTwitter上に上記ハッシュタグをつけて発信してください

１投稿につき、100円が日赤の活動資金として寄付されます

期間：令和３年３月１日～31日
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①お名前・郵便番号・ご住所・年齢
②本紙を読まれた場所（地区など）
③本紙へのご意見・ご感想
④今後掲載してほしい内容

●回答先●
　郵送　〒870ｰ0033
　　　　大分市千代町2丁目3番 31号
　　　　日本赤十字社大分県支部　総務課
　　　　「日赤おおいた」49号アンケート係
　FAX　（097）533-6795
　※記念品当選者の発表は、発送をもって代えさせ
　　ていただきます。

日用品などのエコバッグに
最適なマチ付のトートバッグと
クリアファイルをプレゼント!!

高額寄付者のご紹介 （令和２年11月～令和３年1月末まで）
日赤大分県支部に多額の事業資金をお寄せいただいた方を掲載しております。（敬称略・順不同）
ご協力、誠にありがとうございます。
▶大分市　（一社）生命保険協会大分県協会　（株）大分フットボールクラブ　▶佐伯市　三浦美恵子　大電工業（株）　三浦造船協力事業協同組合

日赤大分県支部

Topics

● コロナ禍の今できること　防災・減災編 / 人とのつながり編

● 赤十字のギモン、 解決します！  活動資金と義援金

● アンケートに答えて、 エコバッグを当てよう！

赤十字３施設の情報をリアルタイムで発信中！「赤十字大分 Facebook」で検索して、いいね！をお願いします。

「日赤おおいた」のバックナンバーは、
ホームページからご覧になれます。

アンケートに
ご協力お願いします

～大分赤十字病院からのお知らせ～
　新型コロナウイルス感染症患者に対応している
当院に、昨年４月より２８の個人や会社からマスク等
の医療物資や食品を提供して頂きました。こうし
たご厚意は、職員一同大きな励みとなりました。
心より感謝申し上げます。
　応援して下さる多くの皆様の期待に応えられる
よう、今後も地域医療に貢献していきます。

食品販売会社より清涼飲料水の提供 杵築市の団体よりいちごの差し入れ

大分県赤十字血液センターより

「ラブラッド」会員募集中！
血液センターでは、献血者のＷＥＢ会員サービス「ラブラッド」

の会員を募集しています。
「ラブラッド」にご登録いただくと、ＷＥＢ上で血液検査の結果
の確認や、献血時にポイントをためて記念品と交換などのサー
ビスをご利用いただけます。
また、献血キャンペーンの期間中は、ご登録のメールアドレス
に配信されたクーポンを献血時にご提示いただくと、キャン
ペーン用記念品と交換できます。
献血者の皆様はぜひ会員へのご登録をお願いいたします。

会員への登録は →　https://www.kenketsu.jp/

全国どこでも

献血

予約可！

ポイントが

貯まる！

会員限定の

キャンペーンや

特典が届く！

血液検査の

結果通知が

早い！



　1 年間で受け付ける寄付の約 66％は、自治体を通していただく
『1 世帯当たり目安として 500 円』のご協力。約 14％は、20 万
円以上の高額寄付や支部が直接受け付けるもの、残りの約 20％
は、法人や団体様からいただくご寄付で成り立っています。こうし
たご厚意を、多岐にわたる赤十字特有の事業で県民の皆様にお返
ししていくことが我々の使命です。

　義援金は、大分県に設置された「義援金配分委員会」で配分を決定しています。赤十字も配分委員
会のメンバーです。募集の広報や振込用紙などを作成する経費は日赤が負担し、送金にかかる手数料は、
金融機関のご厚意で、免除してもらえる場合がほとんどです。多方面でご理解とご協力をいただいてい
ます。日本赤十字社大分県支部では、例年１２月に、大分・別府地区の青少年

赤十字高校生メンバーによる餅つきを行い、ひとり暮らしの高齢者についた
餅を届けるという行事を行っていましたが、今年度は新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止に。そのような中でも何かできないかとメンバー達が
考えた結果、ひとり暮らしをしている高齢者に少しでも温かい気持ちでお正
月を迎えていただくために、メンバーそれぞれが手紙を書くという活動を行
うこととなりました。
手紙はそれぞれの高校で書き、集まった手紙は日赤の担当者が地区の民生

委員の皆様に配布を依頼するという方法で行われ、配られた手紙の枚数は
218通、106名の高校生メンバーの参加がありました。
今回は、高齢者へ直接手紙を渡すことができませんでしたが、手紙を読まれ

た方が、書いた高校生にお礼の返信をするなどの交流もあり、それぞれの
想いをしっかりと伝えることができた活動となりました。

災害の発生により避難者が特定の場所に集中してしまうと、どうしても感染症のリスクが高まります。コロナ
禍における避難はどのようなことに気をつけるとよいのでしょうか。この機会に一度考えてみましょう。

１．避難するときは、分散避難を心がけましょう
災害時においても、なるべく人と人とが接触する機会を減らすことが大切です。感染症流行時の避難先を考

える際、水害による浸水や地震による津波、家屋倒壊の危険性がない場合には、自宅、知人や親戚宅、宿泊
施設など、避難先を可能な限り分散させて、密集しないように注意しましょう。

２．感染防止のために必要なモノを準備しましょう
非常持ち出し品を準備しているご家庭も多いと思いますが、季節ごとに内容品の見直しをしていますか？感染

防止の観点からは、マスク、手指消毒液、体温計、スリッパ等を準備しておくことが大切です。避難所で必ず
配布されるわけではないので、これらのグッズも非常持ち出し袋に入れておくとよいでしょう。

３．感染防止のための生活ルールを徹底しましょう
密閉・密集・密接のいわゆる「３密」を避ける、マスクを着用する、そして

手洗い消毒を欠かさないことに加え、次のことにも気をつけましょう。
・無意識に目・鼻・口を触らない
・食器やタオルをなるべく他人と共用しない
・床付近の感染リスクに注意する（くしゃみなどによる飛沫は床に残りやすい）
・ふたのあるトイレでは、ふたを閉めて流す
・ゴミは各家庭で密閉して廃棄
上記は一例ですが、これらのルールを事前に認識し、運営者に積極的に協力を。

過去の災害でも、避難所で実際に感染症が流行しています。東日本大震災では岩手県内の避難所で数十人
規模のインフルエンザ患者が、熊本地震でもノロウイルスやインフルエンザ患者が発生しました。避難生活時、
感染リスクは通常の生活と比べて高まることを十分に理解し、明日起こるかもしれない災害に備えましょう。

　日赤大分県支部の事業資金はどこから？？
　すべて寄付です！ 国や県からの補助などは、ありません。

　 赤十字への義援金は、
　 手数料がとられて被災者に届くの？

　 手数料は取らず、全額を被災者へお届けしています。

◆人とのつながり編◆ 赤十字愛の手紙 ～高齢者に手紙で想いを届けよう～

◆防災・減災編◆　避難を考えましょう

JRC高校生
メンバーが企画!
JRC高校生
メンバーが企画!

～コロナ禍の今 できること～

今年度、ご支援をいただいた団体・法人様をほんの一部ご紹介します。

義援金にご協力をいただいた団体・法人様をほんの一部ご紹介します。

赤十字のギモン解決！

（一社）生命保険協会大分県協会  様
日頃より献血事業にもご協力をいただいている
ご縁で、多額のご寄付を寄せられました。

（公社）大分法人会  様
チャリティー募金を赤十字へお寄せ下さいま
した。

㈱大分フットボールクラブ  様（大分トリニータ）
Ｔシャツの売上金やクラウドファンディングの
一部を赤十字への寄付と令和2年7月豪雨災害
義援金として寄せられました。

別府鶴見丘高校 図書委員会  様
チャリティーバザーで集めたお金を毎年、義援金
として赤十字へ届けてくれています。

大分県建設機械レンタル協会  様
チャリティー募金を毎年、義援金としてご支援
いただいています。

㈱大分放送  様
『備えるチカラ～OBS減災・防災キャンペーン』と
して集めた浄財をお寄せくださいました。

事業資金収入（令和元年度）

高校生メンバーの代表

手紙の準備や仕分けもJRCメンバーが
行いました
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令和2年7月豪雨における避難所の様子。
収容定員を制限し、避難スペースの間隔
をとっていることが分かる。

『１世帯当たり目安として
500円』の寄付
『１世帯当たり目安として
500円』の寄付

高額寄付や口座振替、
クレジットカード等による寄付
高額寄付や口座振替、
クレジットカード等による寄付

法人・団体による寄付法人・団体による寄付

全体
１億8,760万円

66％
（１億2,485万円）

66％
（１億2,485万円）

14％
（2,587万円）

14％
（2,587万円）

20％
（3,688万円）

20％
（3,688万円）


